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論文審査の要旨 

 

頭皮の皮膚血管肉腫は高齢者に好発する予後不良の悪性腫瘍で、手術および

術後放射線治療が最も有効とされてきたにもかかわらず、実際には手術適応と

ならない症例も多く、放射線治療の果たす役割が重要であるが、比較的稀とい

うこともあり、有効な標準的放射線治療法は確立されていない。本研究では、

通常の放射線治療よりも１回線量および総線量を増量した寡分割高線量照射法

の本腫瘍に対する実行可能性と有効性について、臨床的および放射線生物学的

な検討を行い、極めて良好な治療成績を報告している。頭皮の広範な病変に対

して、複雑な計画による電子線照射あるいは回転型強度変調放射線治療による

Ｘ線照射を、1 回線量 2.5Gy 前後で総線量 70Gy 程度まで実施しているが、急性

期、晩期ともに重篤な有害事象を認めずに、全例で完全奏効が得られ、局所再

発も 1 例のみという非常に良好な局所制御を達成している。さらに、その理論

的な背景についても、linear-quadratic model （LQ）モデルに基づく放射線生

物学的な検討を行い、通常、他の多くの腫瘍では LQ モデルにおけるα/β比が

10前後と大きいのに対して、頭皮の血管肉腫のα/β比はむしろ小さい可能性を

示唆して、本治療法の妥当性、有効性を説明している。 

本研究は、高度の放射線治療技術と LQ モデルという理論を駆使して、臨床

的および放射線生物学的な検討から、頭皮の皮膚血管肉腫に対する寡分割高線

量放射線治療の有用性を示唆しており、さらに今後の放射線腫瘍学の発展にも

大きく貢献することが期待されるので、博士（医学）の学位に値する有意義な

研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに放射線腫瘍医学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。 
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